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遺伝的アルゴリズムによる特徴選択

峠谷 彰寿

本論文では遺伝的アルゴリズムを用いた特徴選択法を提案する．この手法を用いることで

認識を取り入れた特徴選択を行うことができ、従来法よりも有効な特徴を選択することが期

待できる。本提案手法で実験を行った結果、主成分分析で選ばれた特徴 ���次元での認識率

を保ちつつ、���次元まで特徴次元数を削減することができ，級内分散・級間分散分散比最

大基準による特徴選択よりも特徴次元数を削減することができることも確認した。また、提

案手法で選択された特徴と従来手法である主成分分析法と級内分散・級間分散分散比最大基

準で選択された特徴を比較すると、その共通部分は半分程度であり，認識に必要な特徴の構

成比が明らかとなった．
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